
　富栄養化状態が継続する東京湾内の干潟や浅場では、
毎年、夏場に大量のアオサ（海藻）が発生します。アオサ
は干潟や浜に打ち上げられ、腐敗して悪臭を放ち、景観
障害などの要因にもなります。特に東京湾周辺の木更津、
船橋の干潟では、潮干狩り場のアサリの成育に影響が出
たり、横浜市金沢区の海浜では悪臭が生じたり、景観が
阻害されて、問題となっています。

　本研究開発は、アオサを回収し、アオサに固定された
ブルーカーボン（CO2）を有効利用することによって、生
態系の保全や温暖化対策を通じた社会貢献を行なうこと
を目的としています。
　2009年までに基礎実験を終え、2010 年度からは実規
模レベルに対象を移し、アオサの回収能力を把握する実
証実験とアオサを餌料として活用するための生物飼育実
験に着手しました。今後は基礎開発を2年間実施し、3年
後の実用化をめざしています。

2009年度は未達成、一部未達成となった目標もありましたが、全体評価としては、おおむね達成されました
2010年度は、これまでの目標をさらに拡大・継続するとともに新たな目標も加え
PDCAサイクルの実践により、目標達成に向けて取り組んでいきます

施工に伴って発生する建設副産物の再利用
干潟や浅湯造成等の自然再生、ブルーカーボン回収による温暖化対策技術など

環境保全・再生技術の研究開発に取り組んでいます

　自然再生を目的に全国各地で干潟・浅場造成が行な
われています。
　当社では河川等を起源とした材料である「ダム湖浚渫
土砂」を用いた生物定着実験を大阪府阪南 2 区の造成
干潟で行ない、低生生物が加入し、時とともにその種類
や個体の数も増加することが確認されました。
　本実験は国土交通省国土技術政策総合研究所沿岸海
洋研究部海洋環境研究室との共同研究です。

砂浜に打ち上げられたアオサ

アオサ回収システムの例

実験材料（ダム湖浚渫土砂）

ブルーカーボン（※）回収による
温暖化対策技術の開発

※海洋生物によって吸収されるCO2のこと。地球上の生物が固定する炭素の
　55%を占める。

阪南2区における実験材料の投入

河川等を起源とした材料を用いた
干潟・浅場材料の開発

2009年度 2010年度
環境目的

業務
分類 環境目標 活動結果 評価 環境目標 備考

地球温暖化防止・
資源の節約

建設副産物の
再資源化率向上

建設工事の
混合廃棄物削減

水質汚濁の防止

環境負荷軽減
および
環境創造に
寄与する
業務の促進

生物多様性の保全

CO2排出量を施工高当りの原
単位で1990年度比11.4％削減

建設機械のアイドリングストップ
等CO2排出量削減に努力
前年度を上回る成果をあげた
が、目標を未達成

CO2排出量を施工高当りの原単位
で1990年度比12％削減
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公共交通機関の利用の促進

保管書類の削減
（削減量5％以上）
電力使用量の削減
（前年度比3％以上）

建設副産物のリサイクル率の
向上
　アスコン塊：98％以上
　コンクリート：96％以上
　建設発生木材：65％
　建設汚泥：75％
　廃棄物全体：93％
有効利用率の向上
　建設発生土：90％

建設副産物のリサイクル率の
向上
　アスコン塊：100％
　コンクリート：100％
　建設発生木材：97％
　建設汚泥：81％
　廃棄物全体：91％
有効利用率の向上
　建設発生土：94％

混合廃棄物排出量の軽減
・工事施工高1億円当り
　土木工事：1.3t 以下
　建築工事：5.1t 以下
・建築新築工事延床面積当り： 
　13.5kg/m2以下

油流出事故防止（すべての水
域）排水（油を含む）による水
質汚濁の防止（すべて水域）

資源の有効利用・リサイクル
および環境改善に関する技術
開発・研究の促進

リニューアル、防災事業の部門
目標を推進し環境負荷を低減

有害物質の処理処分による環
境負荷の低減と水域環境の保
全・創造のための事業を推進

環境負荷軽減・環境創造を意
識し、これら業務を実施

当社保有作業船、設備の環境
負荷低減対策の推進

浚渫土砂・スラグ等の有効利
用・リサイクルと海域環境改善
のための技術開発を実施

補修工法の提案と実施および
砂浜浸食対策工事へ貢献

環境負荷低減に寄与する対策
案の提供と技術開発を実施

環境負荷軽減・環境創造に関
する相談業務を実施

作業船ハイブリッドシステムの
開発・搭載、環境監視システム
と濁り軽減機材・工法の現場
への導入を実施

資源の有効利用・リサイクルおよび
環境改善に関する技術開発・研究
の促進

リニューアル、防災事業の部門目標
を推進し環境負荷を低減

有害物・廃棄物等の対策による環
境負荷の低減のための事業を推進

環境負荷軽減・環境創造に寄与す
る業務を実施

当社保有作業船、設備の環境負荷
低減対策の推進

油漏れが1件発生
排水による水質汚濁事故はゼロ

全社的に社員の環境配慮活動
への参加が増え、意識が向上

濁り対策、騒音振動対策、廃
棄物削減策等の積極的な提案
を実施

適用を受ける全案件で対応
A評価取得提案を実施

海上河川等公共用水域における油
の流出を含む水質汚濁の事故をゼ
ロ件とする

「CASBEE」（建築物総合環境性能
評価システム）への積極的な対応

混合廃棄物排出量
・工事施工高1億円当り
　土木工事：1.5t
　建築工事：4.7t
・建築新築工事延床面積当り：
　 4.8kg/m2

建設副産物のリサイクル率の向上
　アスコン塊：98％以上
　コンクリート：98％以上
　建設発生木材：75％
　建設汚泥：80％
　廃棄物全体：94％
有効利用率の向上
　建設発生土：90％

混合廃棄物排出量の軽減
・工事施工高1億円当り
　土木工事：1.3t 以下
　建築工事：4.1t 以下
・建築新築工事延床面積当り
　10.0kg/m2

電子マニフェストの導入
1  導入率 40％以上
2  全社で 6支店以上で導入

ゼロエミッションの推進
（土木 2現場、建設 3現場）

タクシー利用の削減や社用車の
運用効率化を推進
保管書類の廃棄、コピー用紙使
用量前年度比13％削減
電力使用量：前年度比10％削減

公共交通機関の利用の促進
コピー用紙使用量の削減
（前年度比10％以上）
グリーン商品の購入
（調達率60％以上）
電力使用量の削減（前年度5％以上）

オフィス

生物多様性への取組み（5現場）

（活動が定着したため、目標とせず
運用）

環境配慮設計へ参画機会の増加

自主的環境活動
の促進

社員の環境配慮活動の向上

環境配慮設計へ
参画機会の増加
　　　　　

「CASBEE」（建築物総合環境性
能評価システム）への対応

設計案件に温暖化防止策提案を
盛り込む

評価　　　　○：達成 △：一部未達成 ×：未達成
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環境に関する研究開発
Action for Enviroment

環境目的・目標と活動結果
Action for Environment

2009年度全社環境目的・目標に対する活動結果と2010年度の全社環境目的・目標

「マジックボールシステム」が
第１２回国土技術開発賞で入賞

　当社と東京電力株
式会社が共同で開発
した「マジックボール
システム（※1）ー堆砂除
去システムー」が第12
回国土技術開発賞（※2）

で入賞しました。
　12 回目となる今回は、33 件の新技術の応募
に対し、最優秀賞1件、優秀賞3件、入賞 4件、
地域貢献技術賞2件の受賞が決まりました（第
12回表彰式開催日2010年 7月7日）。
　

マジックボール

（※1）マジックボールシステム

詳細につきましては、当社ホームページの 2009 年 3 月リリース：

ダムの調整池・貯水池の堆砂除去装置「マジックボール」を開発

をご覧ください。

（※2）国土技術開発賞

建設産業における研究開発意欲の啓発と建設技術水準の向上を

目的に、優れた新技術およびその開発者を表彰するものです。

主催：財団法人国土技術研究センター、財団法人沿岸技術研究

センター　後援：国土交通省

回収方向

アオサ回収船
アオサ
運搬船

アオサの回収は、レーキ（熊手）付特殊ベルトコンベアで引き上げる
方法や水中ポンプで吸い込む方法などがあり、目的に応じて経済的で
効果の高い方法が選ばれています。

アオサ

回収されたアオサ


